
神戸大学・人文学研究科・名誉教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

基盤研究(A)（一般）

2019～2017

1918-19年像の再構築―継続と変容―

Reconsidering the Mapping of East-Central Europe after the Great War

１０１７６９４３研究者番号：

大津留　厚（OTSURU, Atsushi）

研究期間：

１７Ｈ００９３５

年 月 日現在  ２   ５ ２５

円    21,600,000

研究成果の概要（和文）：1918年11月、西ヨーロッパ戦線では休戦が実現し、世界戦争の終焉が見通せたが、中
東欧では、帝国秩序が崩壊し、そのあとの秩序はまだ形成途上だった。ウィルソンが提唱したセルフディタミネ
ーションが一つの標語として機能したが、さまざまな民族的な集団が入り組んで存在するこの地域では、民族集
団間の葛藤は避けられず、軍事的な衝突が引き起こされることもあった。世界大戦とそれに続く戦争が終わった
時に、この地域ではハプスブルク帝国のかわりに継承諸国が成立していた。本研究は「セルフディタミネーショ
ンによる国家」という概念によって語られてきた歴史に対して、帝国からの遺産の継承を明らかにして新たな歴
史像を構築した。

研究成果の概要（英文）：In November 1918 the armistices signed by belligerent countries stopped the 
fighting in Western Europe. Even then they failed to pave the way to peaceful solutions in 
East-Central Europe, where collapse of the Russian, Habsburg, Ottoman, and German Empires 
necessitated a new map covering this area. Many nationalities were intermingled there, and national 
self-determination declared by Woodrow Wilson turned out to be a competitive game, which eventually 
led to armed conflicts. When the World War and the ensuing civil wars ended, the Habsburg Monarchy 
had been replaced by successor states which prevailed on its soil. Historiography has had difficulty
 in defining what they succeeded from the Monarchy because its description has been overshadowed by 
the catchword of national self-determination. Our study project aimed at rebuilding historiography 
of the contemporary East-Central Europe through revealing what successor states inherited from the 
Monarchy. 

研究分野：東欧近現代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　1918－19年を分水嶺として、中・東欧地域には民族自決国家が成立し、それまでの「民族の牢獄」は解消され
たという理解は「プロパガンダ」としては意味があったかもしれないが、この地域の歴史を理解する上ではむし
ろ桎梏となっていた。本研究は、この時期をまたいでの連続、非連続を問うことによって、断絶としての
1918－19年理解を乗り越える方法を示すものである。本研究はその意味で決して網羅的な研究ではないが、新た
な視点から見えてくる歴史事象との格闘の記録である。具体的には制度とアイデンティティと記憶（文書と文化
財）との視点から連続、非連続を問うた。国際水準に見合った成果を出すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
1914年7月にハプスブルク帝国がセルビアに対して宣戦を布告して始まった世界戦争は、1918

年 11月にヨーロッパ戦線で休戦が成立し、1919 年にパリで講和条約が結ばれたが、その時すで

にこの地域を永く統治していたハプスブルク帝国は姿を消し、そのあとに新生、再編国家が誕

生していた。それは、1917年にロシアで起きた革命の側圧を受けながら、この地域に「民族

自決」の原理が貫徹したものとして捉えられてきた。しかしその後の100 年のこの地域の経

験は、社会主義革命に対しても「、民族自決」に対しても負の評価を下さざるを得ないことを示

すことになった。この経験を踏まえて、ハプスブルク帝国の崩壊と新生、再編諸国の成立を

もう一度歴史の中に位置付けることが不可避であった。 
 
２．研究の目的 
 アーノ・J・メイアーは、かつて『ウィルソン対レーニン』において、国際的な行動主体を
「体制 維持派」と「運動派」の対立として捉えた。その時、ウィルソンとレーニンは、お互い
に対抗しながら、ともに「運動派」として「体制維持派」に対峙するものとして位置付けられ
た。ロシア 革命にしろ、ハプスブルク帝国の崩壊、中・東欧諸国家の成立にしろ、「運動派」
の勝利の現れにほかならず、「未来」はその延長線上に構想されるはずだった。しかしその後の
この地域の歴史は「理念」によって裏切られた歴史だった。 
 その時に当たって、本研究はもう一度 1918－19 年の時点に戻って、この地域に住む人々の未
来を現実から遊離した理想ではなく、人々の現実の生活から構想しようとするものである。し
たがって、本研究は世界大戦という過酷な経験をへて、帝国の解体や国境の改変を受けて、
人々の生活で何が変わり、何が変わらなかったのか、という視点からこの時代の中・東欧を捉
えなおすことを目的にした。 
 
３．研究の方法 

本研究では研究目的を達成するため、研究分担者を「制度の継承と変容」、「アイデンティティ

の継続と変容」、「記憶と記録」の 3班に分けて、研究を進め、それぞれの班の議論を研究代表

者が統括するという方法をとった。 

「制度の継承と変容」班は、ハプスブルク帝国の崩壊、新生、再編諸国家の成立といういわば
外側の枠組みの大きな変化の中で、実際の統治の仕組みの「継承」と「変容」を明らかにしよう
とするものである。「アイデンティティの継続と変容」班は、新たな国境線の確定で囲い込まれた
「国家」に住む人々のアイデンティティの継続と変容を問うものである。人口構成の変化は多数
派、少数派の立場を逆転させる場合もあったし、少数派としての有り様が変化する場合もあっ
た。 また新たな国家の形成は、国家のアイデンティティとしての新たな歴史認識の形成を求め
ることになる。「記憶と記録」班は、その意味で新たな「記憶」を作りだす作業が依拠する「文
書」の帰属をめぐる問題を追及するものである。 
 
４．研究成果 
ヨーロッパ戦線で停戦が実現した 1918 年 11 月、新生チェコスロヴァキア日本代表部のニエ
メッツ大尉は、日本陸軍に対し、習志野および青野原に収容されている旧ハプスブルク帝国軍の
チェコスロヴァキア系捕虜と面会し、新生国家チェコスロヴァキア軍に参加する意思があるか
どうか確かめたい旨の要望を示した。これに対して日本陸軍は、ニエメッツ大尉の要望に理解を
示しつつも、その場合面接を受けたチェコスロヴァキア系捕虜が同じ旧ハプスブルク帝国軍の
ドイツ系捕虜および旧ドイツ帝国軍捕虜から圧力を受けることがありうるので、それを避ける
ため、各収容所長が面接を行い、その結果を外務省を通じてニエメッツ大尉に報告する方がいい
のではないか、という立場を取り、実際に各収容所長が面接調査を行った。旧ハプスブルク帝国
捕虜の多くが収容されていた兵庫県青野原収容所で行われた調査では、調査対象 48 人のうち新
生国家の軍隊に編成されることを望んだ捕虜は 23 人、ほぼ半数であった。たくまずして行われ
た世論調査の新生国家への支持率「50％」という数字は「民族自決」の内実をよく表現している
と言える。だからこそこの地域における「継続」と「変容」が問われなければならないのである。 
その中で一つの焦点になるのが、それぞれの国家で少数派となるユダヤ人の存在とアイデン
ティティである。その中で、政治的には熱烈な帝国オーストリアの愛国者であり、文化的にはド
イツ文化に帰属するが、エスニックな帰属においてはドイツ人ではなく、ユダ ヤ人意識を持つ
ウィーンのユダヤ人が考察された。彼らにとっては、多族帝国の崩壊後に成立したドイツ人の国
民国家オーストリアが持った意味とその中で生きる集合体としてのユダヤ人社会が抱えた葛藤
があった。再編国家としてのユーゴスラヴィアは再編の「核」となったセルビアと旧ハプスブル
ク帝国南スラヴ系住民との葛藤があった。本研究では、ロシア戦線で捕虜になったハプスブルク
帝国の南スラヴの兵士から結成されたセルビア(南スラヴ)義勇軍に注目した。自らの国家建設
を目的として結成された義勇軍ではあったが、彼らの願望と新生国家のあり方との間には齟齬
が生じることになった。旧ハプスブルク帝国のムスリムも注目する必要がある。ボスニアのエリ



ート集団であるムスリムたちは、帝国崩壊、ユーゴスラヴィア創立の動きが現実のものとなる中
で、彼らが「ユーゴスラヴィア」を最終的に選択していくがその複雑なプロセスが解明された。
トランシルヴァニアのハンガリー系住民たちも再編ルーマニアに帰属して、彼らのアイデンテ
ィティが問われることになった。トランシルヴァニアはかつてハンガリーの歴史的領土を構成
する地域のひとつであったが、この地域を拠点としたハンガリー系知識人の間では「侯国」とい
う歴史的経験にもとづく地域的独自性の意識も見られた。そして 1940 年 8 月にハンガリーがト
ランシルヴァニア北部の支配を回復し、この地域の再統合を進めるが、その時に当たって、ハン
ガリー系知識人たちは地域的独自性とハンガリー民族の一体性との矛盾に悩むことになる。 
行政機構などの制度的持続性とそこに現れてくる変容はまずチェコスロヴァキアを対象とす
る。基本的にハプスブルク帝国の行政制度を引き継ぎながら、新国家を効果的、合理的に運営し
てゆくために、行政制度を改革していくことが重要な課題となった。しかしその実現のためには
従来チェコ人としてのアイデンティティの中核をなしていた「歴史的領邦の自治」という概念に
根本的な変化を迫ることになる。少し角度を変えて、帝政期ウィーンでチェコ語で授業をする学
校としてあったコメンスキー学校の継続と変容が重要なテーマである。つまりそこに現れるの
は原理的には帝政期の「民族は平等である」という理念と共和制オーストリアにおける「少数民
族保護」との葛藤であるが、いずれにしても理念のはざまに置かれた学校の教育的実践が問われ
ることになる。また国境画定により生活の変容を迫られる人々の在り方を、国境画定に携わった
日本人委員の目から見ることもできた。 
新たな国家の形成は、国家のアイデンティティとしての新たな歴史認識の形成を求めること
になる。そしてその意味での「記憶」を作りだす作業はその根拠となる「文書」の帰属をめぐる
問題となる。歴史文書の保管の在り方にハプスブルク帝国の複合国家としての特徴が凝縮され
ており、その分割をめぐる議論には、新生国家の過去との向き合い方が投影されることになる。 
それはまたハプスブルク帝国の「清算」の問題でもあることが明らかにされた。また現在のチェ
コ共和国北部の工業都市リベレツ（ドイツ名ライヘンベルク）にハプスブルク帝政期に造られた
労働者住宅という視点もこの地域の連続と非連続を語る切り口として有効であることが実証さ
れた。帝政時代にドイツ系住民が多くを占めたこの地域は、 新国家においては「ズデーテン」
と呼ばれる地域に当たる。ナチ政権ドイツによる併合、その後のドイツ系住民の追放、社会主義
政権を経て、チェコ共和国の EU 統合後加速したリベレツの労働者住宅の保全運動をめぐる議論
は、「遺産」の帰属の難しさを浮き彫りにしている。 
 1918－19 年を分水嶺として、中・東欧地域には民族自決国家が成立し、それまでの「民族の
牢獄」は解消されたという理解は「プロパガンダ」としては意味があったかもしれないが、この
地域の歴史を理解する上ではむしろ桎梏となっていた。本研究は、この時期をまたいでの連続、
非連続を問うことによって、断絶としての 1918－19 年理解を乗り越える方法を示すものである。
本研究はその意味で決して網羅的な研究ではないが、新たな視点から見えてくる歴史事象との
格闘の記録であり、そこに国際水準との接続がある。 
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